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基幹水道構造物の耐震化事業
配水池耐震補強工事

（波切配水池）
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基幹水道構造物の耐震化事業

配水池耐震補強工事

(波切配水池)

志摩市　大王町　波切　地内

耐震補強工事

劣化補修工事

劣化補修工事：内面防水工

P
P

M

M

配水管DIPφ200

配水管DIPφ250

排泥管RRVPφ200 

送水管DIPφ350

新設開孔設置

※配水池頂版部における補修箇所は、補修平面図(2)を参照。

耐震補強工事
内面：底版、隔壁
コンクリート増厚補強

耐震補強工事
外面：頂版
覆土撤去
劣化補修工事：頂版
防水塗装工

ポンプ室

倉庫

建屋
（別途工事にて取壊）

（前池）

（奥池）



補強部詳細図 S=1:20
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基幹水道構造物の耐震化事業

配水池耐震補強工事

(波切配水池)

志摩市　大王町　波切　地内
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 補 強 一 般 図(2) S=1:40
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・コンクリート工

基幹水道構造物の耐震化事業

配水池耐震補強工事
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志摩市　大王町　波切　地内



増厚部配筋図（１） S=1:50
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増厚部配筋図（２）S=1:50
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増厚部配筋図（３）S=1:50
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鉄筋重量表

記号 径 　本　　数　 重　　量

(kg）

　一本当り重量　
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　備　　考　
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9
3

9
9
3

5
2
0

5
2
0

12-D13×3460
S

2

S 1

2

合計 D13 kg

D13 1310 94 0.995 1.303 122.5

D13 6740 16 0.995 6.706

D13 4940 16 0.995 4.915 78.6

D13 1450 130 0.995 1.443 187.6

D13 14310 28 0.995 14.238 398.7

D13 1620 78 0.995 1.612 125.7

D13 14560 30 0.995 14.487 434.6

D13 1880 18 0.995 1.871 33.7

D13 1360 2 0.995 1.353 2.7

D13 2000 20 0.995 1.990 39.8

D13 2000 34 0.995 1.990 67.7

D13 1750 2 0.995 1.741 3.5

D13 640 384 0.995 0.637 244.6

D13 700 600 0.995 0.697 418.2

D13 700 20 0.995 0.697 13.9

D13 700 192 0.995 0.697 133.8

D13 450 202 0.995 0.448 90.5

D13 450 30 0.995 0.448 13.4

D13 1450 63 0.995 1.443 90.9

D13 1320 63 0.995 1.313 82.7

D13 1350 4 0.995 1.343 5.4

D13 14560 18 0.995 14.487 260.8

D13 630 132 0.995 0.627 82.8

D13 700 130 0.995 0.697 90.6

D13 700 36 0.995 0.697 25.1

D13 700 99 0.995 0.697 69.0

D13 490 56 0.995 0.488 27.3

D13 3460 12 0.995 3.443 41.3

3292.7

520 107.3

工 事 名

施工箇所名

図面の種類

縮   尺

志 摩 市 上 下 水 道 部

S=1:50

増厚部配筋図（３）

7

基幹水道構造物の耐震化事業

配水池耐震補強工事

(波切配水池)

志摩市　大王町　波切　地内

28-D13×14310

520 325 520 520 325 520

520 325 520 520 325 520

18-D13×14560



搬入口配筋図

搬入口設置図

カッター工
t=30mm

1360

カッター工
t=30mm

2
5
0

はつり撤去

（N=2ヶ所）

搬入口はつり図 搬入口構造図S=1:30 S=1:30

S=1:30

□1600

150 □1300 150

67 83 6783

6-D13
S

2

25
0

□1600

150 □1300 150

80 80220 5@200

=1000

220

□
1
6
0
0

1
5
0

□
1
3
0
0

1
50

8
0

8
0

2
2
0

5
@
2
0
0

=
1
0
0
0

2
2
0

6-D13
S

2

5
0
0

5
0

2
@
2
0
0

=
4
0
0

5
0

打込みアンカー筋

S
1
28-D13

S
1

28-D13

搬出点検孔蓋詳細図 S=1:30

平 面 図

1620

10 150 1300 150 10

1
6
2
0

1
0

1
5
0

1
3
0
0

1
5
0

1
0

4
1
0

2
0
0

4
0
0

20
0

4
1
0

PL-3.0t

蓋受け（4ヶ所）
PL-50×100×6.0t

丸鋼φ13（4ヶ所）

シリンダー錠（2ヶ所）φ10孔（2ヶ所）

100

断 面 図

1620

10 150 1300 150 10

PL-3.0t

50 1600 50

150 1300 150

3
0 4
0

1
0

50
8
0

丸鋼φ13（4ヶ所）

蓋受け（4ヶ所）
PL-50×100×6.0t

打込アンカー M10

（SUS329製）

2
5
0

150 1300 150

1600

50
0

7
5
0

打継部クロス補強

30 1300 30

1360

シーリング シーリング

打込みアンカー筋

C

C 部 詳 細 図 S=1:10

150

打込アンカー M12

既設コンクリート

新設コンクリート

打継部クロス補強

シーリング工
10×10

鉄筋(D13)

工 事 名

施工箇所名

図面の種類

縮   尺

志 摩 市 上 下 水 道 部

図示

搬入口設置図

8

基幹水道構造物の耐震化事業

配水池耐震補強工事

(波切配水池)

志摩市　大王町　波切　地内

コンクリート

24-8-25N

24-8-25N



400 400 4006500 6500

14200

13
8
0
0

4
0
0

13
0
0
0

4
0
0

400 400 400

14200

6500 6500

屋根上載土撤去
h=500mm

屋根上載土撤去
h=500mm

搬入口　蓋SUS製　

1300×1300搬入口　蓋SUS製　

1300×1300

400 13400 400

4
0
0

3
5
0
0

2
5
0

4
6
5
0

14200

▽G.L ▽G.L 

3250 3250 400 3250 3250

4001100 1500

4
0
0

1
3
0
0

3
5
0
0

5
0
0

2
2
5
0

1
2
5
0

5
0
0

3
0
0

3
2
0
0

2000

500 400 3250 3250 400 3250 850 400 2000 400 500

15200

屋根上載土撤去
h=500mm

4
0
0

1
10
0

搬入口　蓋SUS製　
1300×1300

新設
搬入口　蓋SUS製　
1300×1300

新設

モルタル撤去+超高圧洗浄

断　面　修　復

 下 地 処 理 

内面防水工

【 内面(全面) 】

( 耐 震 補 強 )

【 頂版外面 】

※Co増し打ち補強部の断面修復は行わない。

(注)既設表面仕上げ(モルタル)撤去後、

　　劣化状況を確認のうえ、必要に応じ断面修復、下地調整を行うこと。

[JWWA K 160適合 水性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂塗装]

屋根上載土撤去

モルタル撤去+高圧洗浄

下　地　調　整

[超速硬化ウレタン防水塗装]
屋上防水

下　地　処　理

頂版外面

屋上防水[超速硬化ウレタン防水塗装]

頂版外面

屋上防水[超速硬化ウレタン防水塗装]
頂版外面

屋上防水[超速硬化ウレタン防水塗装]

頂版外面

屋上防水[超速硬化ウレタン防水塗装]

内面防水工

[JWWA K 160適合 水性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂塗装]

内面防水工

[JWWA K 160適合 水性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂塗装]

露筋補修 L=40m

内面防水工

[JWWA K 160適合 水性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂塗装]

内面防水工

[JWWA K 160適合 水性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂塗装]

S=1:40

工 事 名

施工箇所名

図面の種類

縮   尺

志 摩 市 上 下 水 道 部

S=1:40

補　修　図　(1)

9

補　　修　　図　( 1 )

2
5
0

基幹水道構造物の耐震化事業

配水池耐震補強工事

(波切配水池)

志摩市　大王町　波切　地内



志 摩 市 上 下 水 道 部

図示

工 事 名

施工箇所名

図面の種類

縮   尺 10

CO

CO

G

建屋
（別途工事にて取壊）

ST.1

ST.3

51.98

52.04

52.22

54.26

基幹水道構造物の耐震化事業

配水池耐震補強工事

(波切配水池)

志摩市　大王町　波切　地内

P
P

400

4
0
0

3
5
0
0

2
5
0

4
6
50

▽G.L 

2
2
5
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1
2
5
0

5
0
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300

頂版部水抜き工
4箇所

150 310 150

610

1
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3
10

1
50

6
10

φ9

5020050

300
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0

9
0
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0

1
5
0

2
0

20

2
0

3
0

2
0

3
0
30
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0

2
0
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3
0

90
3
0

15
0

1
5

25

3
0

3
0

2
0

2
0

2020

3
0

9
0

3
0
1
5
0

2020
300

5016050

A A

B
B

5
00

610
610

625625

2
50

150 690 150

990
B

A

B

A

15
0

6
1
0

1
5
0

9
1
0

690

2
5
0

A-A断面平面図 B-B断面

105 200 200 105

1
3
0

700

700

2
50

1
5
0

30

20
0

1
50

1
50

155 300 155

1
55

1
50

1
50

1
55

6
1
0

7
0

70

145 200 200 145

132 200 200 158

1
42

1
50

1
50

1
68

75
7
5
1
00

610

2
5
0

75
7
5
1
00

132 200 200 158

145 200 200 145

155 150 150 155

142 150 150 168

補　修　図　(2)

1500
1500

400
1600

1600

5
0

1
0
0

3
00

1
0
0

5
0

6
00

50 100 300 100 50

600

20
0

50 200 200 200 50

600

5
0

2
0
0

2
00

2
0
0

5
0

6
00

2
50

200

1
0
0

1
5
0

5
0

50 100 300 100 50

600

鉄筋重量表(3箇所)

2
50

1
001
50

5
0

50 200 200 200 50

600

2箇所

1箇所

1
0
0

4
00

1
0
0

6
00

100 400 100
600

1
00

4
00

1
00

6
00

100 400 100
600

鉄筋重量表（4ヶ箇所）

50 510 50
610

24-D13×500L
1

500

1
00

3
00

1
00

5
00

1
00

3
00

1
00

①D13
①D13 ①D13

1

510

平面図

平面図

断面図

断面図

防波管

防波管

あと施工
差し筋アンカー
D13×L600-12本　横向き打ち

あと施工
差し筋アンカー
D13×L600-12本　横向き打ち

躯体コンクリート

18-8-25BB　

あと施工
差し筋アンカー
D13×L600-12本　横向き打ち

躯体コンクリート

18-8-25BB　

ガラリ詳細図参照
ガラリ-1

躯体コンクリート
18-8-25BB

接着系アンカー
D10×490-6本

接着系アンカー

D10×490-6本

防虫網(ガラス繊維)

ＰＬ-2.0t(SUS304)

断 面 図ＰＬ-2.0t(SUS304)

SUS304
Ｍ6

正 面 図

正 面 図 断 面 図

1枚×4ヶ所

ガラリ詳細図　S=1:10

Ｌ-30×30×3 (SUS304)

ＰＬ-2.0t(SUS304)

Ｌ-30×30×3 (SUS304)

8-D13×510L

B-B断面

鉄蓋(既設利用)　

□625×625

A-A断面

平面図
4箇所
□610×610 h=500

S=1:25躯体補修(1)

径

径

金属拡張アンカー

①D13

金属拡張アンカー

①D13

金属拡張アンカー

M16 L=125 4本

①D13

①D13

金属拡張アンカー

M16 L=125 4本

①D13

①D13

□600×600 h=150
3箇所

水位計台 S=1:25補　　修　　図　(2)

平面図
S=1:100

コンクリート取壊工

A=0.176㎡ L=500,1500mm

既設配管　防錆塗装工

φ200 L=500(露出部)

コンクリート取壊工

A=0.176㎡ L=1500mm

既設蓋撤去□910×990
既設開口閉塞　□610×690

既設蓋撤去設置（再利用）□610×610

躯体補修(1)□610×610h=500

18-8-25BB,ガラリ付　
既設空洞ブロック取壊し
600×600×500ｈ

既設配管　防錆塗装工

φ200 L=500(露出部)

コンクリート取壊工

A=0.176㎡ L=500mm

既設蓋撤去設置（再利用）□610×610

ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔工φ300-2箇所
防波管φ200 L=2500-2箇所

600×600×150-3箇所
水位計台据付

既設蓋撤去設置（再利用）□610×610

躯体補修(1)□610×610h=500
18-8-25BB,ガラリ付　
既設空洞ブロック取壊し
600×600×500ｈ

※水位計設置

躯体補修(1)□610×610h=500
18-8-25BB,ガラリ付　
既設空洞ブロック取壊し
600×600×500ｈ
既設蓋撤去設置（再利用）□610×610

h=500
搬入口 □1600×1600

搬入口 □1600×1600

h=500

コンクリート取壊工
A=0.176㎡ L=500mm

SUS蓋設置（□980×980基礎付）

既設蓋撤去□800×1200

コンクリート取壊工
A=0.176㎡ L=1500mm

躯体補修(1)□610×610h=500
18-8-25BB,ガラリ付　
既設空洞ブロック取壊し
600×600×500ｈ

□990×910 h=500

既設開口閉塞

3箇所

S=1:25

通気塔(150A)設置

通気塔(150A)設置

通気塔(150A)設置

通気塔(150A)設置

既設蓋撤去□800×1200
人孔蓋φ600(FRP製防水)

SUS蓋設置（□980×980基礎付）
人孔蓋φ600(FRP製防水)

1500

1500

500

ポンプ室

倉庫

既設開口閉塞

既設開口閉塞

既設連通管φ250

連通管閉塞工
潜水作業

旧フロートバルブ室撤去

旧フロートバルブ室撤去

水位計撤去(フロート式)

φ250
仕切弁取換

(通気塔)

配水池
頂版

配水池
頂版

配水池
頂版

配水池
頂版

配水池
頂版

配水池
頂版
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補　修　図　(3)

志摩市　大王町　波切　地内

(波切配水池)

配水池耐震補強工事

基幹水道構造物の耐震化事業

11縮   尺

図面の種類

施工箇所名

工 事 名

図示

志 摩 市 上 下 水 道 部

補　修　図　(3)



志 摩 市 上 下 水 道 部

図示

工 事 名

施工箇所名

図面の種類

縮   尺 12

CO

CO

G

ST.1

ST.3

51.98

52.04

52.22

54.26

基幹水道構造物の耐震化事業

配水池耐震補強工事

(波切配水池)

志摩市　大王町　波切　地内

P
P

補　修　図　(4)

補　　修　　図　(4)

平面図
S=1:100

電線管(FEPφ30)土工図
S=1:20

掘削幅

500

2
0
0

2
4
010
0

1
0
0 4
0

44
0 3
0
0

2
0
0

埋設部

埋設部

電線管布設　FEPφ30 L=8.2m

露出部

電線管布設

合成樹脂被覆鋼管φ22 L=11.1m

プルボックスSUS製防水タイプ

ステンレスボックス300×400×160（基盤用）-１個

水位計（新設）

可とう電線管(厚鋼)φ24 L=1.6m×2

400×400×200-2個

制御用ケーブル　2心（1.25m2)　L=25ｍ

建屋
（別途工事にて取壊）

ポンプ室

倉庫

制御用ケーブル　2心（1.25m2)　L=25ｍ(仮設)

電線管布設　FEPφ30 L=11.1m

（仮設）露出



志 摩 市 上 下 水 道 部

図示

工 事 名

施工箇所名

図面の種類

縮   尺 13

CO

CO

G

ST.1

ST.3

51.98

52.04

52.22

基幹水道構造物の耐震化事業

配水池耐震補強工事

(波切配水池)

志摩市　大王町　波切　地内

P
P

補　修　図　(5)

補　　修　　図　(5)

平面図
S=1:100

*張コンクリートには10m毎に伸縮目地をもうけること。

張コンクリート図

標　準　部 切欠部（出入口）

張コンクリート t=100

18-8-25BB

金網鉄筋入

1000

張コンクリート t=100

18-8-25BB

金網鉄筋入

1000

▽G.L ▽G.L 

（金網鉄筋入り）

張コンクリート 18-8-25BB t=100

*建屋（旧事務所）については、別途工事にて取壊。

ポンプ室

倉庫

A=220m2

路盤工　RC-40 t=100
表層工　再生密粒度ｱｽｺﾝ（13）t=50
舗装工

*配水池内の立木については、全て伐採すること。

A=310m2

 張コンクリートは、はけ刷き仕上げとする。



P
P

波切配水池

志摩市　大王町　波切　地内

(波切配水池)

配水池耐震補強工事

基幹水道構造物の耐震化事業

14

吸水管連絡工図

縮   尺

図面の種類

施工箇所名

工 事 名

S=1:100

志 摩 市 上 下 水 道 部

不断水分岐

90

450

166

(180)

540

924

(1000)

166
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配管詳細図
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*不断水工箇所については、試掘を行うこと。



弁室据付標準図
S=1:20

注：標準図の組合せは標準であり、設置する仕切弁のボルトナットが見えるように調整リング等で調整すること。
　　鉄蓋は、市名・市章入りとする。
　　レジンコンクリート製とする。

消火栓蓋はカラー塗装とする。
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注：土被りH=800以上の消火栓・空気弁室については、両フランジ短管にて消火栓・空気弁（補修弁含む）の設置高を調整するため、

弁室の高さ(底高)は補修弁の下あたりになるように調整すること。
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（配管詳細図にて記載）
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基幹水道構造物の耐震化事業

配水池耐震補強工事

(波切配水池)

志摩市　大王町　波切　地内


